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郵政民営化
日本郵便が事業展開

郵趣資料

官製はがき誕生
万国郵便連合に加盟

　　　　2013年現在：192ヶ国
私製絵葉書が許可される
絵葉書収集ブームが起こる
郵便番号制度開始

海洋研修センターと稲穂ふれあい研修センターにて無料配布しています。　奥尻町役場ホームページからもダウンロードできます。

1対の古い地蔵

学芸活動だより　第64号

ふるさと奥尻通信
平成25年6月28日

奥尻町教育委員会発行
事務局：01397-2-3890

賽の河原祭りの６月２２日は決まって天気が良くない。今年も雤がぱらつき、曇天となった。石積み
の広がる稲穂岬はもの悲しい景色だが、より一層そう感じさせる。

賽の河原地蔵の由来

供養風景　昭和48年（1973）

　明治初期の頃、灯台が設置される以前の稲穂岬は、暗礁があ
る上に、濃霧が発生する難所でした。当時、陸路の整備も不十
分で、遠い集落間の移動にはもっぱら櫓舟を使う時代でした。
　それでも、定期的に届くものに、明治4年(1871)にイギリスから
導入された郵便制度にもとづく郵便物があり、電報や電話のな
い時代には唯一の連絡手段となっていました。この稲穂行きの
郵便物を、稲穂岬からもっとも近い対岸、八雲町大成区の太田
権現付近の民家に集めてもらい、定期的に舟を漕いで受け取り
にいっていたというのです。距離にして約18㎞、この困難な作業
に、稲穂に住む（当時の地名は菰澗”こもま”、地元では”ゴォ
マ”と発音）中堀由太郎と神部豊太郎の2名が従事していまし
た。ある日、太田からの帰り道に濃霧が発生し、すっかり迷って
しまいました。その時、舟の先に地蔵が現れ、その指さした方向
へ進んだところ、無事に賽の河原に行き着くことができました。こ
の話を太田で話したところ、「それは人助け地蔵だ」と言われ、
地蔵菩薩像を一体分けてもらってきました。しかし、それから毎
晩、2人は地蔵の夢を見るようになります。その後、実は地蔵は2
体で1対だったことがわかり、もう1体も島に持ってきたところ、夢
は見なくなったそうです。現在、地蔵堂の中央に安置されている
古手の地蔵がこの時に太田から持ってきたものとのことです。
　奥尻で郵便取扱所ができたのは明治19年のことですから、舟
で往き来していたのは、明治4年～18年の間と言えましょう。地
蔵が持ち込まれたのはこの頃の出来事で、それ以降、賽の河原
として石積みが行われるようになったものと推測できます。

明治34年の年賀状 明治29年の年賀状

賽の河原

　6月22日・23日は奥尻三大祭りのひとつ、賽の河原祭りの日で
す。島の最北端、稲穂岬を会場に、奉納子ども相撲大会、ソフト
ボール大会など各種催しがあります。
　岬先端には、一面に石積みが広がり、地蔵堂と幾本もの卒塔
婆が建っています。これらは、海難事故犠牲者、水子、北海道
南西沖地震犠牲者などの供養のために設けられたものです。22
日夜には灯籠流し、23日昼には供物を積んだ船を流し、読教し
ます。
　現在では観光色の強いお祭りになっていますが、元々は地元
の町内会で守ってきた慰霊の催しでした。そもそも、稲穂岬が現
在のように供養の場になったのはいつのころからなのか、はっき
りしたことは分かりません。それでも、『奥尻町史』によれば、明
治20年に地蔵堂が建てられ、僧侶による供養が行われたと記し
てあります。この明治20年以前にお地蔵さんが建立されたこと
になり、その由来が気になるところでしたが、あまり一般に知ら
れていませんでした。今回、この賽の河原地蔵の由来を、稲穂
地区の可香谷正二さん（76歳）に伺いました。

☆郵便制度とハガキの歴史年表☆
郵便制度導入
郵便取扱所を日本全国へ展開

郵便番号が7桁になる



昭和奥尻生活詩　6回
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　テレビ取材を受けたんですけ
ども、どうも大きなカメラは緊
張していけませんね。なんだか
言葉もキレイなものを選んだり
なんかして。違和感ありありで
す。間もなく震災20年を迎えま
す。20年記念の展示物を作るに
あたり、多くの町民の方に話を
聞かせてもらいました。普段、
笑顔を絶やさない人の裏側に
は、辛い思い出が隠されている
ことを知りました。 賽の河原　昭和20年代ヵ
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　春シーズン後半戦です。カレイは引き続き釣れています
が、そろそろソイ、ハチガラなどの根魚の時期ですね。沖
では簡単に40～50㎝級が上がりますが、磯ですとバラツ
キがありますね。ハチガラ（ムラソイ）には色があって、金
色のオウゴンムラソイ、オレンジムラソイなどがいます。ま
れに真っ赤なのもいますし、過去には真っ白な色素異常
の個体も上がっています。刺身はハチガラが美味いんで
すよ！寿司屋に持ち込んで一杯。最高だね。

〈新連載〉奥尻島あの日この時　プロレスがやってきた　2013年6月23日

　新連載です。奥尻島に人類の痕跡が残されてから8000年余り。その時
代、その時代で様々な人間ドラマがくり広げられたことでしょう。そんな島の
歴史の1ページをふり返るのがこの企画です。その第1回は、奥尻が熱く揺
れたナイスファイトの一夜を。
　平成25年6月23日午後18:30、奥尻小学校体育館にて「どすこいプロレス
in奥尻」が開催されました。島の名物男、満島章（三大祭りで司会している
人、町役場商工観光係長）引退試合と銘打たれた興行でしたが、賽の河
原相撲参加でおなじみの、元力士でプロレスラーの維新力が仲間有志を
募って奥尻に参戦してきたのです！出場選手は、”関節技の鬼”藤原嘉
明、JWPの中島安里紗、倉垣翼、春山香代子の3チャンプ、ハードファイト
の葛西純、悪役の井上京子、美形ファイターの華名ら総勢16名。今年は震
災20年の節目、さらに来春学校統合のために閉館する奥尻小学校体育館
でのラストイベントとなったことも、地元が沸いた要因となりました。島の未
来を担う地元の子ども達に本物のレスラーの強さとたくましさを見てもら
い、強い体力と精神力を持った大人に成長して欲しいという、願いも込めら
れていたようです。
　のっけから、地元のファイヤーマン、菊地貴洋の場外乱闘と凶器攻撃に
会場は騒然。その後の各試合も、プロらしい本格技を混ぜたコミカルな試
合がつづき、観客を楽しませました。最後は全選手によるバトルロイヤル
を決行。みごとに満島章が優勝して引退の花道を飾り、会場は大喝采。感
謝を述べる挨拶のあと、男手で育ててきた息子の塁（るい）君から花束を
受け取ると、観客は感動の涙を流しました。　写真撮影：髙山潤

満島章のローキック炸裂！

熱戦終わりて　どすこーい！！

奥尻郡釣石尋常高等小学校一年生「詩集・海に生きる」より
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